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保育者養成校における表現教育の取り組み（５）
－１４５－
 はじめに小学校就学前の多くの子どもたちが幼稚園・保育所・幼保連携型認定こども園に通っている。幼稚園では『幼稚園教育要領』、保育所では『保育所保育指針』、幼保連携型認定こども園では『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』を基に保育が行われている。２０１７年３月３１日、『幼稚園教育要領』１）、『保育所保育指針』２）の他、『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』３）も併せて告示された。幼児教育を行う施設の共有すべき事項として、幼児期に育みたい資質・能力や幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の１０項目が『幼稚園教育要領』１）、『保育所保育指針』２）、『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』３）に記載されるようになった。また、『保育所保育指針』２）では１歳以上３歳未満児、『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』３）では満１歳以上満３歳未満児の保育に関わるねらい及び内容に ついてこの時期の発達の特徴を踏まえて５領域にまとめて示されるようになった。改訂事項の中でも領域「表現」について着目し、文献を考察することが今回の研究目的である。 『幼稚園教育要領』１）、『保育所保育指針』２）、『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』３）の領域「表現」２０１７年３月３１日、『幼稚園教育要領』１）、『保育所保育指針』２）の他、『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』３）も併せて告示された。１年の周知期間をおいて、２０１８年４月１日から施行予定である。幼児教育を行う施設の共有すべき事項として、幼児期に育みたい資質・能力や幼児期の終わりまでに育ってほしい姿が『幼稚園教育要領』１）、『保育所保育指針』２）、『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』３）に記載されるようになった。資質・能力は、次の３事項である。「知識及び技能の基礎」豊かな体験を通じて、感じたり、気付いたり、分かったり、できるようになったりする
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An Approach to Expression Education
in Early Childhood Teachers Training School (5)－Focusing on the Area of “Expression”－ 多保田 治 江要旨『幼稚園教育要領』１）、『保育所保育指針』２）、『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』３）が２０１７年３月に告示され、幼児期に育みたい資質・能力や幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の１０項目が示された。今回の改訂によって整合性が図られた結果、領域「表現」の内容の順序や文章の表現方法が統一された。対象児の年齢が広範囲になったことから、子どもの発達の知識、音楽的発達の知識、音楽の専門知識が保育者に求められるスキルであることが分かった。キーワード：表現（expression）／感性（sensitivity）／音楽行動（musical behavior）
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１ ねらい① 身体の諸感覚の経験を豊かにし、様々な感覚を味わう。② 感じたことや考えたことなどを自分なりに表現しようとする。③ 生活や遊びの様々な体験を通して、イメージや感性が豊かになる。
２ 内容① 水、砂、土、紙、粘土など様々な素材に触れて楽しむ。現行の『保育所保育指針』９）内容①と同じ② 音楽、リズムやそれに合わせた体の動きを楽しむ。③ 生活の中で様々な音、形、色、手振り、動き、味、香りなどに気付いたり、感じたりして楽しむ。現行の『保育所保育指針』９）内容③と形と色の入れ替えがあるもののほぼ同じ／現行の『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』１０）内容と形と色の入れ替えや味と香りの追加があるもののほぼ同じ④ 歌を歌ったり、簡単な手あそびや全身を使う遊びを楽しんだりする。⑤ 保育士等注１）からの話や、生活や遊びの中での出来事を通して、イメージを豊かにする。⑥ 生活や遊びの中で、興味のあることや経験したことなどを自分なりに表現する。『幼稚園教育要領』１）、『保育所保育指針』２）、『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』３）における３歳以上児の感性と表現に関する領域「表現」のねらいと内容は、次の通りである。１１）
１ ねらい
 いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性をもつ。
















 乳幼児期の子どもの音楽的発達と音楽行動スワンウイック（K. Swanwick）は、生き生きとした人間の特質である遊びが、本質的にすべての芸術的活動と密接に関係するという考え方に注目した研究者である。この理論の展開に大きく影響を与えたのはピアジェ（Piaget, J.）である。１３）スワンウイックは、マスタリー、摸倣、想像的な遊びという心理学的概念に音楽的要素（音素材の制御、表現上の特質、構造上の諸関係）を対応させ、関係を示している。（図１）マスタリーは注意を芸術の素材へ向けさせる遊びの要素、摸倣は芸術の表現上の特質や関連的な
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